
⑪行動年間計画

評価（◎・・・十分できた　○・・・できた　　△・・・不十分）

月 生徒指導主事
評
価

教育相談コーディネーター・
特別支援教育コーディネー
ター

評
価

主幹教諭（教務主任）
評
価

研究主任
評
価

生徒会主任
評
価

学級担任
学年主任

評
価

全職員
評
価
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・部会で分掌の確認及
び共通理解を図る。
・保護者向けネットト
ラブル防止についての
便り・シラバス・講演
会で啓発する。
・いじめに関するアン
ケートの実施（ふりか
えりアンケート）

・部会で分掌の確認及
び共通理解を図る。
・学校生活での悩み・
いじめに係わる相談体
制の整備、相談窓口の
周知徹底を行う。
・校内研修（ＳＣ）
・専門相談員派遣要請

・学習ルールの意義や
校内生活に関する全校
集会を研究主任・生徒
指導主事と連携して実
施する。

・学校研究提案（自己
決定、自己肯定感、共
感的人間関係の視点を
含めた研究授業を提
案）
・部会での分掌の確認
及び共通理解を図る。

・異学年の交流（新入
生歓迎会、生徒総会
等）を通して、人間関
係を構築する。

・学活で学級目標につ
いて考え、クラスに
とって、生徒一人ひと
りにとって何を大切に
すべきかを考えられる
ようにする。
・平和集会を通じ、平
和・生命・人権の大切
さを考えさせる。(3
年）
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・いじめに関するアン
ケートの実施
（ふりかえりアンケー
ト）
・いじめ問題対応アド
バイザー来校要請

・いじめ・悩み調査と
定期教育相談を実施
し、共通理解を図る。
・個別支援シートに関
する提案と共通理解を
図る。

・全校集会で人権に関
する講話を人権教育担
当と連携しながらす
る。

・学習ルールの意義に
ついて全校集会で確認
する。
・校内研修企画・実施

・全校での活動（陸上
競技大会応援）を通し
て、自己肯定感や自己
有用感を高める。

・修学旅行・遠足でよ
り良い友人関係、集団
づくり、社会性を育
む。
・教育相談と地域（家
庭）訪問で生徒理解を
深める。
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・学級集団理解調査
（Ｑ－Ｕ）で実態をつ
かみ、共通理解と実践
を図る。
・いじめに関するアン
ケートの実施
（ふりかえりアンケー
ト）

・教育相談の実施 ・非行被害防止教室 ・校内研修企画・実施 ・人間関係づくりエク
ササイズ（１年）を実
施し、コミュニケー
ション能力を伸ばす。
・校内私の主張大会へ
の参加を通じ、人権意
識を高める。
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・「取組評価アンケー
ト」、「取組について
のチェック」で１学期
の取組を検証する。
・いじめに関するアン
ケートの実施（迷惑調
査、生活アンケート）
・いじめ問題対応アド
バイザー来校要請

・校内支援委員会を開
催する。

・授業に関するアン
ケートを生徒に実施
し、分析・改善策を提
案する。
・長期休業に向けての
生活の過ごし方につい
ての全校集会を生徒指
導主事と連携して行
う。

・校内研修企画・実施 ・学級集団理解調査
（Ｑ－Ｕ）結果の共通
理解と対策を進める。
・職場体験学習を通し
て社会性を育成する。
（２年）
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・校内研修会を開催
し、学級集団理解とい
じめ防止に関する職員
の資質向上を図る。

・地域ボランティア参
加を通して自己有用感
を育む。
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・いじめに関するアン
ケートの実施
（ふりかえりアンケー
ト）

・校内支援委員会を開
催する。

・全校集会で人間関係
づくりに関する講話を
生徒会担当と連携しな
がら行う。
・学習ルールの意義や
校内生活に関する全校
集会を研究主任・生徒
指導主事と連携して実
施する。

・校内研修企画・実施 ・運動会の参加により
人間関係づくりを進め
る。

・生活チェックを行
い、自己の生活を見つ
め直す機会を設ける。
・学活でよりよい人間
関係づくりを構築する
機会を設ける。
・人間関係づくりエク
ササイズ（１年）を通
しつきあい方を学ぶ。

10

・いじめに関するアン
ケートの実施（迷惑調
査、生活アンケート）
・いじめ問題対応アド
バイザー来校要請

・校内支援委員会を開
催する。

・校内研修企画・実施 ・学校祭参画を通し
て、生徒同士の絆づく
りを進め、自己有用感
を獲得させる。

・学校祭に向けての活
動を通して、人間関係
を深める。
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・学級集団理解調査
（Ｑ－Ｕ）で変化をを
つかみ、共通理解と実
践を図る。
・いじめに関するアン
ケートの実施（迷惑調
査、生活アンケート）

・いじめ・悩み調査と
定期教育相談を実施
し、共通理解を図る。
・校内支援委員会を開
催する。

・校内研修企画・実施 ・教育相談で生徒理解
を深める。
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・「取組評価アンケー
ト」、「取組について
のチェック」で２学期
の取組を検証する。
・校内研修会を開催す
る。
・いじめに関するアン
ケートの実施
（ふりかえりアンケー
ト）

・校内支援委員会を開
催する。

・授業に関するアン
ケートを生徒に実施
し、分析・改善策を提
案する。
・長期休業に向けての
生活の過ごし方につい
ての全校集会を生徒指
導主事と連携して行
う。

・校内研修企画・実施 ・人権週間を通して、
人権（特にいじめ）に
ついて主体的に考え、
意見が言える集団をめ
ざす。
・ネットルールづくり

・学級集団理解調査
（Ｑ－Ｕ）結果の共通
理解と対策を進める。
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・いじめに関するアン
ケートの実施
（ふりかえりアンケー
ト）
・いじめ問題対応アド
バイザー来校要請

・校内支援委員会を開
催する。

・学習ルールの意義や
校内生活に関する全校
集会を研究主任・生徒
指導主事と連携して実
施する。

・校内研修企画・実施 ・職業講話学習（１
年）を通じ、人と関わ
る大切さに気づくこと
ができるようにする。
・ピュアキッズスクー
ル（１年）を通じ、規
範意識を高める。
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・いじめに関するアン
ケートの実施
（ふりかえりアンケー
ト）

・校内支援委員会を開
催する。
・いじめ・悩み調査及
び定期教育相談を実施
する。

　 ・研究のまとめ ・生活チェックを行
い、自己の生活を見つ
め直す機会を設ける。
・教育相談で生徒理解
を深める。

3

・「取組評価アンケー
ト」、「取組について
のチェック」で３学期
の取　組を検証する。
・校内研修会を開催す
る。
・個人カードの点検
次年度への引き継ぎ準
備

・個別支援シートの整
理
・１年間の振り返り及
び次年度への引き継ぎ
準備

保護者・教職員へのい
じめ等へのアンケート
を実施し、分析し、次
年度への改善策を提案
する。

・次年度への引き継ぎ
準備

①「ほうれんそ
う」ファイルによ
る生徒の様子の把
握及び共通理解を
実践

②担任を中心に生
活ノート、アン
ケート、教育相談
等を通じて知り得
た情報のうち、気
にかかることは直
ちに報告・相談を
する。

③規律・学力・自
己有用感を確立・
向上させる。

④通信物、手紙、
電話等の定期連
絡、家庭（地域）
訪問、保護者会等
を通して保護者と
情報を共有し、連
携を進める。

生
徒
理
解

・
「
ほ
う
れ
ん
そ
う
」
フ
ァ
イ
ル
の
充
実
促
進
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